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医学教育に関する提言

全国医学部長病院長会議

昭和48年4月

　科学文明の進展により現代社会はいま急激に変動して

いる．　とくに日本の場合は戦後の産業優先の施策によ

り，公害をはじめとする生活環境の荒廃とともに，人の

精神面にも多くの混乱をきたしている．これに伴い医学

医療のあり方にいかに取りくむかが当面重要な問題とな

っている．

　国は昨今政策の重点を国民福祉におくこととし，福祉

の基本である国民医療の充実強化をはかろうとしてい

る．この政策自体は望ましいことであるが，福祉は単に

予算の編成だけではどうにもならない．その実施の成否

は，優秀な医師をどれだけ確保するかにかかっていると

いっても過言ではない．かかる重大な時期に際し，最近

政府が単に医師増を目標として安易急速な医学校の新設

を企図していることは，国家100年の計を大きくあやま

るものである．医道並びに医療の頽廃が杜会に多くの波

乱をまきおこしている現状を打開し，医療のひずみを是

正して国民福祉の実をあげるには，何よりもまずこれま

での医学教育のあり方について根本的な分析と検討を行

ないその改善を基礎としてこれに対処すべきである．

　全国医学部長会議は実際の医学教育に携わる者とし

て，日本の医学教育の実態に則して，問題点を指摘する

ことにより改革実現への具体的方策を提言したい．

　1．医科大学設置基準の問題点

　明治初年わが国が西洋医学を輸入し医学教育を始めた

時点にあっては，政府および医学教育関係者は医学と医

療の本質に立脚してこれと本格的に取りくんだと考えら

れる．しかしその後の医学教育の歴史をみると多くは単

にその時代の医師需要に従って安易な医師の養成のみに

終始して現在に至っている．今日，医科大学（医学部）

の設置についても，医の本質に立脚してその理想の実現

に立ち向かうのではなく，むしろ極めて安直に医師の養

成ができる最低基準に準拠してこれを許可しているのが

現状である．しかし医学は本来人間生命の尊厳性を体し

て，人間の可能性を最大限に高めることを目標とする崇

高な本質を有するものであり，医学教育はその時代の人

智の最高と，能力の最善を尽くすべきであって，かかる

設置基準の置き方そのものが根本的に疑問である．設置

基準は過去の経験の積み重ねにもとづき，現代における
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最大限の高度の医学教育を実施できる水準を目標として

その教員，施設，設備を考慮すべきである．とくに教育

の本体が教員の資質にかかっている事実を思うならば，

真に高度の教育に堪える教員が獲i得できるか否かを深く

考慮することなくして従らに医科大学を急造することは

危険である．この点，医科大学の新設には計画的に約10

か年を費す欧米の実情に着目し，十分慎重を期すべきで

ある．政府はすでに過去3か年の間に14校の医学校の新

設を許可してきたが，かかる早急安易な医師作りが医科

大学の質的低下を招来し，医の頽廃に連なり，国民医療

をゆがめる結果ともなることを考えるとき，まさに今日

は医学教育の危機といわざるを得ない．

　2．医学教育の再検討

　社会の進展とともに医療の需要は急速に増加している

のみでなく，その内容も絶えず進歩し変化している．医

学教育は常にその時代の医学医療の進歩に応じて改善を

加えられねばならない．したがって，医学の拠って立つ

基礎科学教育の充実をはかるとともに，関連諸科学の導

入を活発にし，医学にその時代の人智の最高を盛るべく

努力しなければならない．

　近時医学の進歩は治療医学より予防医学へ，さらに杜

会医学へとその領域を拡大してきているが，とりわけ高

度に工業化した現代社会においては社会との関連によっ

ておこる健康障害に深甚な関心と綿密な対策が必要であ

る．

　本来宗教心の酒養の十分でないわが国においては戦後

の社会的風潮ともあいまって，医学教育においても倫理

教育に特別の重点が置かれねばならない．そのためには

少人数単位の徹底した教育が必要であるが，あとにふれ

るような教育要員の不足のために必然的にマスプロ教育

に偏している状態である．とくに重要なのは医学教育の

行なわれる場がまず倫理的であることであり，経営上多

額の寄附金を必要とする一部私立医科大学の実情は医の

教育の場として望ましからぬものである．

　なお現在医学教育では進学課程と専門課程とが完全に

分離されている．そのために進学課程では学生の医学に

対する興味をそぎ，授業課目において過疎をきたし，そ

の反面専門課程では教育内容の増加による過密を招き，

両者の不均衡を露呈している．元来医学教育は卒前，卒

後，生涯教育と一貫性を持つべきものであり，進学課程

と専門課程を分離することなく，6年間一貫して行なう

ことが望しい．ただし医学が本来人間を対i象とする特殊

な学問である関係上，能う限り広い教養の基盤を有する

ことが必要であり，一般教育を軽視することにならぬよ

うに留意すべきことはいうまでもない．


